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温清飲は、『万病回春』血崩門に出ている処方で、子宮不正

出血や帯下に用いるように指示がある。江戸時代の比較的初

期から使用されてきた。また、本方は一貫堂の「解毒症体質」

に用いられる柴胡清肝散、荊芥連翹湯、竜胆瀉肝湯の基本骨

格を成している。本方の最初の出典は『医塁元戎』とする検討

もあるが1）、『万病回春』の使用法に基づいた浅田宗伯の『勿誤

薬室方函口訣』の記載が現在の使用法の基になっている。

黄連・黄 ・黄柏・梔子は黄連解毒湯を構成する薬物で、

三焦の湿熱毒を清すると同時に清虚熱の作用がある。当帰・

地黄・芍薬・川芎は四物湯を構成する薬物で、血の不足を補

い、肝の蔵血機能を調節すると同時に、出血で生じた瘀血を

除く作用がある。温清飲はこの2つの処方の合方で、三焦の

熱毒が盛んで、遷延して耗血したものを治する。

矢数は、本方はたいてい体質的疾患または慢性的に経過し

たもので、肝機能障害を伴い、あるいはアレルギー性体質と

いわれている皮膚過敏のものに用いられるとし、よく適応す

る患者は、この薬の苦みと香気を喜ぶと述べ、その経験から

適応を以下のようにまとめている2）。

① �本方証の多くは慢性に経過したものか、あるいは体質的

に本方証のあるものが急性に症状を発したものである。

② �本方の適応する体質傾向として、皮膚が黒褐色、黄褐色

を呈し、渋紙のように枯燥しているものが多い。

③ �皮膚病の場合は、多く丘疹性の湿疹で、分泌物はなく、

枯燥の傾向があり、瘙痒が甚だしく、搔把によって出血

痕を残しているものが多い。

④ �粘膜の場合は、潰瘍の出没を繰り返している。この時は

皮膚の色が白くともよいことがある。

⑤ �脈は一定しないが、それほど弱い方ではなく、腹証は多

くは心下部及び肋骨弓下に抵抗のあるものが多く、柴胡

証に似ている。或いは臍傍臍下に瘀血と思われる抵抗や

圧痛の認められることがある。

黄 含有処方のため間質性肺炎や肝障害が出現する可能性

があり、注意を要する3）。

1．婦人科疾患
林らは、37例の機能性月経困難症患者に対し、温清飲を 

3周期投与し症状の変化を観察した。その結果、月経時では

不安感、耳鳴り、不眠、悪心・嘔吐、下腹部痛、眩暈などが、

非月経時では悪心・嘔吐、下痢、眩暈、耳鳴り、憂鬱感など

が改善した。さらに投与期間に応じて、症状の改善率が上昇

する傾向がみられた。さらにCMI検査では、23%の症例にお

いて精神または身体自覚症状のより少ない型に変化していた

と報告している4）。また、山縣も23例の月経困難症に対し温

清飲を投与した結果、23例中8例が著効、12例が有効で無効

は3例のみであったと述べている5）。

後山らはホットフラッシュ症状を有し、かつコントロール

が不安定な高血圧症の更年期女性のうち、八綱弁証、四診を

行い温清飲の適応と考えられた14例を対象とした。8週間の

投与後、VAS（Visual Analogue Scale）による自覚症状は

72.7±12.4から27.4±15.1に、血圧も170.7±16.5/103.6

±15.7mmHgから125.3±14.3/75.5±9.3mmHgへとどち

らも有意に低下した。よって、血圧不安定で精神不安の存在

が「いわゆる温清飲の証」であると述べている6）。さらにのぼ

せ、発汗、意欲の低下を訴えたうつ状態などがみられた症例7）

や、顔面紅潮が強くみられた症例8）などの報告がある。

2．皮膚科疾患
高田らは、アトピー性皮膚炎、魚鱗癬、乾癬、掌蹠膿疱症

などに温清飲を投与した結果、慢性湿疹、続発性紅皮症に対

してはやや有効もしくは無効であったが、その他の疾患では

有効性が高く、尋常性乾癬には単独で、掌蹠膿疱症には黄連

解毒湯の併用が効果的であったと述べている9）。

田中らは13例中8例に対しては温清飲単独で、残り5例は

桂枝茯苓丸料を併用し3〜22ヵ月観察した。その結果、改善

率・有用率ともに61.5%、不変38.5%であった。有効例は

罹患年数が10年未満で肥満がなく、他科疾患を合併している

者で有用率が高かったと述べている10）。橋本は、温清飲と黄
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連解毒湯の併用で、尋常性乾癬56例と膿疱性乾癬2例を加療

して、その結果を述べている。それによると、著効13例、有

効8例と有効率は高くはなかったが、著効例が多いという興

味深い結果であったと報告している11）。

橋本らは97例の掌蹠膿疱症患者に温清飲を投与したとこ

ろ、4週間で59.8%、8週間では69.8%の有用率であった。

さらに顔が青白くやせ型の症例でやや有用率が高かったが大

きな偏りはなく、皮膚症状では特に膿疱について有効率が高

かったと報告している12）。

東は、アトピー性皮膚炎の顔面紅潮に対する効果を検討し

報告している。温清飲を単独で用いた10例では著効1例、有効

2例、無効7例、他の漢方製剤と併用した10例では有効3例、や

や有効3例、無効4例であった13）。この他、慢性湿疹に対する

報告が散見される14, 15）。田中らは皮脂欠乏症に対し温清飲を

使用し、43例中22例で有効であり、年齢別有効性では差が

なかったと述べている16）。さらに透析患者の皮膚瘙痒症17）、

慢性色素性紫斑18, 19）、寒冷じん麻疹20）、結節性紅斑21）に対し

ても用いられることがある。

3．ベーチェット病、口内炎
ベーチェット病に対する温清飲の効果に関しては80〜90

年代に集中的に報告されている。橋本らは比較的軽症のベー

チェット病30例に対し、温清飲を投与して効果を検討した。

その結果、1年後には60%の症例で症状の改善がみられた。

特に口腔粘膜アフタは3ヵ月後には有意な改善を認めたが、

他の症状では有意な変化はみられなかった。しかし、痤瘡様

皮疹や結節性紅斑様皮疹の重症例では、症状の改善を示すも

のが少なくなかった。眼症状には無効であり、証と有効性に

関連はみられず、検査所見にも明らかな変化はみられなかっ

た。よって、皮膚・粘膜症状を主景とする軽症のベーチェッ

ト病に使用できる治療法であると述べている22）。

また金子は、16例のベーチェット病患者に対し二重盲検法

で温清飲の治療効果を検討した。その結果、実薬の投与によ

り患者の自覚症状及び臨床症状において良好、やや良好で

あった者は9例中5例であり、偽薬では7例中2例がやや良好

と明らかに実薬の方が改善率が高く、さらに偽薬を実薬に変

更したところ明らかな臨床効果が得られた。よって、温清飲

はベーチェット病患者の長期の治療に緩徐な臨床効果を得る

ことのできる治療薬であるとしている23）。この他にも有効性

を示す報告は複数見られるが、口内炎に対する治療効果は高

いようである24, 25）。

また、斎藤らも82例の再発性アフタにおいてやや有用以上

で80.4%とかなり高い有用度であったと報告している26）。

4．その他
小田口らは随証治療を行った高血圧症例の検討で、温清飲

の降圧効果が一番高く、陰証かつ実証と、陽証かつ実証の場

合に効果的であると述べている27）。

堀井は、顕微鏡的血尿に対する温清飲の効果を検討してい

る。それによると、瘀血を伴う血尿と考えられた7例に対し

て温清飲を4週間投与したところ、4例で改善を認めた。無効

例は実証と考えられ、かつ合併症を有していたと報告してい

る28）。この他、特発性腎出血に用いた報告もある29）。

神谷は、著しい気血不足や腎虚傾向の明らかな歯周炎18

例、気血不足や腎虚傾向のない歯周炎14例の計32例の歯周

ポケット掻爬後に温清飲を3日間投与した。化膿傾向の強い

21例は抗生物質を併用したが、7日後の歯周組織の改善は有

効が26例、やや有効2例、無効4例であったと述べている30）。


